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(57)【要約】
【課題】キャップと首部との係合が多少緩んだりずれた
りしても密閉性が保持され、長期にわたって良好に使用
することのできる塗布具付き容器を提供する。
【解決手段】マニキュア１０を収容する容器本体１１と
、その上部に設けられる首部１２と、筒状壁部１３と天
井壁部１４とを有し上記首部１２に冠着されるキャップ
１５と、上記キャップの内側に配設される有底筒状のシ
ール部１６と、上記シール部１６から垂設される略軸状
の塗布部１７とを備え、上記シール部１６が、上記キャ
ップ１５の筒状壁部１３に嵌合固定される周壁部１８と
、上記周壁部１８より薄肉状で下向きに膨出した膨出面
１９ａを有する底壁部１９とで構成された塗布具付き容
器である。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体を収容する有底筒状の容器本体と、この容器本体の上部に設けられる首部と、筒状
壁部と天井壁部とを有し上記首部に冠着されるキャップと、上記キャップの内側に配設さ
れる有底筒状の樹脂製シール部と、上記シール部の下面から垂設され上記首部を通って容
器本体内の下部に至る略軸状の塗布部とを備え、上記シール部が、上記キャップの筒状壁
部に嵌合固定される周壁部と、上記周壁部より薄肉状で下向きに膨出した形状の底壁部と
を有し、上記底壁部の膨出面によって上記首部の開口が密閉されるようになっていること
を特徴とする塗布具付き容器。
【請求項２】
　上記シール部において、底壁部の厚みが、周壁部の厚みを１とすると、０．０５～０．
６に設定されている請求項１記載の塗布具付き容器。
【請求項３】
　上記シール部の底壁部が、下にいくほど径が小さくなる円錐台状に膨出した形状か、部
分球状に膨出した形状になっている請求項１または２記載の塗布具付き容器。
【請求項４】
　液体を収容する有底筒状の容器本体と、この容器本体の上部に設けられる首部と、筒状
壁部と天井壁部を有し上記首部に冠着される樹脂製キャップと、上記キャップの天井壁部
の下面から垂設され上記首部を通って容器本体内の下部に至る略軸状の塗布部とを備え、
上記キャップの天井壁部が、上記キャップの筒状壁部より薄肉状で下向きに膨出した形状
になっており、上記天井壁部の膨出面によって上記首部の開口が密閉されるようになって
いることを特徴とする塗布具付き容器。
【請求項５】
　上記キャップにおいて、天井壁部の厚みが、筒状壁部の厚みを１とすると、０．０５～
０．６に設定されている請求項４記載の塗布具付き容器。
【請求項６】
　上記キャップの天井壁部が、下にいくほど径が小さくなる円錐台状に膨出した形状か、
部分球状に膨出した形状になっている請求項４または５記載の塗布具付き容器。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液体を収容する塗布具付き容器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、マニキュア等の液体化粧料を収容する容器としては、容器本体を蓋するキャッ
プの内側に、マニキュア等を塗布するための塗布具が取り付けられた容器が用いられてい
る。このような容器では、マニキュア等が、揮発性の有機溶剤に樹脂を溶解したものや、
同じく揮発性の有機溶剤に顔料等を分散含有させたものであることから、通常、高い密閉
性が要求される。すなわち、容器の密閉性が不充分であると、有機溶剤が揮発して内容物
の粘度が高くなり、使用に供することができなくなってしまうからである。
【０００３】
　このため、上記塗布具付き容器としては、容器本体の首部開口縁や、キャップの内側か
ら延びる塗布具の軸に、容器本体内を密閉するためのシール部材を取り付けたものが、多
く提案されている。その一例を、図５に示す（特許文献１を参照）。
【０００４】
　この塗布具付き容器は、容器本体１と、容器本体１の首部２に冠着されるキャップ３と
、上記キャップ３の内側から容器本体１内に延びる塗布具４とを備えている。そして、上
記塗布具４の軸部４ａに、首部２の開口縁をシールするための円盤状のシール材５が設け
られており、キャップ３を締め込むと、図６（ａ）に示すように、上記シール材５の内側
部分がキャップ３に押圧されて下がるため、首部２の開口縁を強く押して密閉することが
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できるようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】実公平８－８７２６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記容器のシール材５は、図６（ｂ）に示すように、水平に延びる平た
い円盤状であるため、例えばキャップ３が首部２に無理に締め込まれて傾いている場合、
図６（ｃ）に示すように、シール材５の片方が強く押し込まれ、シール材５の反対側は浮
き上がって首部２の開口縁に引っかかっているだけの状態となり、密閉性が不充分になる
おそれがある。
【０００７】
　また、キャップ３自体が当初は適正に締められていても、キャップ３と首部２とのねじ
係合では、図６（ａ）において矢印Ｐで示すように、互いのねじ山の係合部において、常
に斜め上向きに力がかかっている。そして、上記ねじ山の係合領域は、周方向に均等では
ないため、繰り返し振動を受けたり大きな衝撃を受けたりすると、それがきっかけとなっ
て、ねじ係合が緩んだりキャップ３がずれて傾いたりするおそれがある。その場合も、密
閉性が不充分となり、問題が生じる。
【０００８】
　本発明は、このような事情に鑑みなされたもので、キャップと首部との係合が多少緩ん
だりずれたりしても密閉性が保持され、長期にわたって良好に使用することのできる塗布
具付き容器の提供をその目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の目的を達成するため、本発明は、液体を収容する有底筒状の容器本体と、この容
器本体の上部に設けられる首部と、筒状壁部と天井壁部とを有し上記首部に冠着されるキ
ャップと、上記キャップの内側に配設される有底筒状の樹脂製シール部と、上記シール部
の下面から垂設され上記首部を通って容器本体内の下部に至る略軸状の塗布部とを備え、
上記シール部が、上記キャップの筒状壁部に嵌合固定される周壁部と、上記周壁部より薄
肉状で下向きに膨出した形状の底壁部とを有し、上記底壁部の膨出面によって上記首部の
開口が密閉されるようになっている塗布具付き容器を第１の要旨とする。
【００１０】
　また、本発明は、そのなかでも、上記シール部において、底壁部の厚みが、周壁部の厚
みを１とすると、０．０５～０．６に設定されている塗布具付き容器を第２の要旨とし、
それらのなかでも、特に、上記シール部の底壁部が、下にいくほど径が小さくなる円錐台
状に膨出した形状か、部分球状に膨出した形状になっている塗布具付き容器を第３の要旨
とする。
【００１１】
　さらに、本発明は、液体を収容する有底筒状の容器本体と、この容器本体の上部に設け
られる首部と、筒状壁部と天井壁部を有し上記首部に冠着される樹脂製キャップと、上記
キャップの天井壁部の下面から垂設され上記首部を通って容器本体内の下部に至る略軸状
の塗布部とを備え、上記キャップの天井壁部が、上記キャップの筒状壁部より薄肉状で下
向きに膨出した形状になっており、上記天井壁部の膨出面によって上記首部の開口が密閉
されるようになっている塗布具付き容器を第４の要旨とする。
【００１２】
　そして、本発明は、そのなかでも、特に、上記キャップにおいて、天井壁部の厚みが、
筒状壁部の厚みを１とすると、０．０５～０．６に設定されている塗布具付き容器を第５
の要旨とし、それらのなかでも、特に、上記キャップの天井壁部が、下にいくほど径が小



(4) JP 2017-140145 A 2017.8.17

10

20

30

40

50

さくなる円錐台状に膨出した形状か、部分球状に膨出した形状になっている塗布具付き容
器を第６の要旨とする。
【発明の効果】
【００１３】
　すなわち、本発明の第１の要旨である塗布具付き容器は、塗布具と一体化されキャップ
の内側に嵌合固定された樹脂製のシール部が、薄肉状で下向きに膨出した特殊な底壁部を
有しており、容器本体の上部に設けられた首部にキャップを冠着すると、上記底壁部が、
上記首部の開口縁部に食い込むように密着するため、容器本体内をしっかりと密閉するこ
とができる。そして、キャップが首部に対してややずれた姿勢になったり緩んだりした場
合であっても、シール部の膨出した底壁部が薄肉状で、首部の開口縁に対し追従して撓む
ため、その密閉性が損なわれることがない。
【００１４】
　したがって、上記塗布具付き容器によれば、内容物が揮発成分を含むものであっても、
その保管中や運搬中、携帯中において、揮発成分の揮発によって内容物が高粘度化したり
硬化したりすることがなく、長期にわたって良好に使用することができる。また、内容物
が酸化劣化しやすいものである場合や、空気中の水分によって劣化しやすいものである場
合等にも、それらの劣化を招くことがなく、内容物を良好な状態で長く保持することがで
きる。
【００１５】
　しかも、上記塗布具付き容器は、有底筒状のシール部のうち、その周壁部がキャップと
の嵌合に用いられ、その底壁部が容器本体の首部のシールに用いられるようになっており
、全体形状が凹凸の少ない単純な形状になっているため、成形に用いられる金型も単純な
構成となり、低コストで製造することができるという利点を有する。
【００１６】
　また、本発明の第４の要旨である塗布具付き容器は、樹脂製キャップの天井壁部が、本
発明の第１の要旨である塗布具付き容器におけるシール部の底壁部と同様の構成になって
おり、上記天井壁部がシール部を兼ねるため、第１の要旨である塗布具付き容器と同様の
効果を奏する。そして、この構成によれば、部品点数が少なくなり、形状もより単純とな
るため、より一層低コストで製造することができるという利点を有する。
【００１７】
　そして、本発明のなかでも、特に、上記シール部において、底壁部（キャップの天井壁
部がシール部を兼ねる場合は天井壁部）の厚みが、周壁部（キャップの天井壁部がシール
部を兼ねる場合はキャップの筒状壁部）の厚みを１とすると、０．０５～０．６に設定さ
れている塗布具付き容器は、とりわけ、シール部の周壁部が、キャップ内に塗布具を固定
するのに充分な強度を備え、かつシール部の底壁部が、首部の開口縁に追従してしっかり
密閉するのに充分な可撓性を備えたものとなり、好適である。
【００１８】
　また、本発明のなかでも、特に、上記シール部の底壁部（キャップの天井壁部がシール
部を兼ねる場合は天井壁部）が、下にいくほど径が小さくなる円錐台状に膨出した形状か
、部分球状に膨出した形状になっている塗布具付き容器は、特に、首部の開口に対する密
閉性が良好なものとなり、好適である。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の一実施の形態を示す縦断面図である。
【図２】上記実施の形態の要部を説明するための部分的な縦断面図である。
【図３】（ａ）は上記実施の形態におけるシール部の形状を説明するための部分的な縦断
面図、（ｂ）はその変形例を示す部分的な縦断面図である。
【図４】本発明の他の実施の形態を示す部分的な縦断面図である。
【図５】従来の塗布具付き容器の一例を示す部分断面斜視図である。
【図６】（ａ）は上記従来例の要部を説明するための部分的な縦断面図、（ｂ）は上記従
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来例におけるシール材の形状を説明するための部分的な縦断面図、（ｃ）は上記従来例の
問題点を説明するための部分的な縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　つぎに、本発明の実施の形態を図面にもとづいて詳しく説明する。ただし、本発明は、
以下の実施の形態に限定されるものではない。
【００２１】
　図１は、本発明を、揮発性の有機溶剤を含むマニキュアを収容する塗布具付き容器（以
下、単に「容器」という場合がある）に適用した一実施の形態を示す縦断面図を示してい
る。ただし、部材の厚みや寸法、互いの割合等は、全体の構成のわかりやすさを優先して
おり、実際とは異なっている（以下の図も同じ）。
【００２２】
　この容器は、マニキュア１０を収容する有底筒状の容器本体１１と、この容器本体１１
の上部に設けられる筒状の首部１２と、筒状壁部１３と天井壁部１４とを有し上記首部１
２に冠着されるキャップ１５とを備えている。上記首部１２には雄ねじが形成され、上記
キャップ１５の筒状壁部１３には雌ねじが形成されており、首部１２に対しキャップ１５
を、ねじ係合によって開閉できるようになっている。また、上記キャップ１５の雌ねじが
形成された部分より上側に、周方向に延びる突条１３ａが設けられており、後述するシー
ル部１６の抜け止めになっている。
【００２３】
　上記キャップ１５の内側には、樹脂からなる有底筒状のシール部１６が取り付けられて
おり、上記シール部１６の下面から、上記首部１２を通って容器本体１１内の下部に至る
略軸状の塗布部１７が垂設されている。塗布部１７は、上記シール部１６と一体成形され
る軸部１７ａと、塗布用の刷毛１７ｂとで構成されている。
【００２４】
　より詳しく説明すると、上記シール部１６は、周壁部１８と、上記周壁部１８より薄肉
状で下向きに膨出した形状の底壁部１９とを備え、上記周壁部１８の外周面には、周方向
に突出する突条１８ａが設けられている。すなわち、この突条１８ａがキャップ１５側の
突条１３ａを乗り越えるように、上記シール部１６をキャップ１５内に押し込むと、上記
突条１８ａが、キャップ１５の筒状壁部１３の内周面に嵌合固定されるようになっている
。このとき、シール部１６の上端面が天井壁部１４に当接し、周壁部１８から突出する突
条１８ａの下端面がキャップ１５側の突条１３ａと係合して抜け止めされるため、シール
部１６は、キャップ１５内で安定した状態で固定される。
【００２５】
　そして、上記シール部１６の、薄肉状で下向きに膨出した底壁部１９は、その膨出面１
９ａによって、首部１２の開口を塞いで密閉するようになっている。上記底壁部１９は、
薄肉状の樹脂成形品であることから可撓性を有し、キャップ１５を首部１２に締め込むと
、首部１２の開口縁が上記底壁部１９の膨出面１９ａに食い込んで、容器本体１１内をし
っかりと密閉することができる。
【００２６】
　したがって、上記容器によれば、密閉性が高く、中身であるマニキュア１０の揮発成分
が高粘度化したり硬化したりすることがなく、長期にわたって良好に使用することができ
る。また、マニキュア１０に、酸化劣化しやすい成分や空気中の水分によって劣化するよ
うな成分が配合されている場合等にも、それらの劣化を招くことがなく、マニキュア１０
を良好な状態で長く保持することができる。
【００２７】
　また、上記容器のキャップ１５が首部１２に対してややずれた姿勢で冠着された場合や
、前述のように、衝撃等によってねじ係合が緩んだりずれたりした場合であっても、図２
に示すように、シール部１６の底壁部１９が薄肉状で、首部１２の開口縁との食い込み方
の変化に追従しながら撓むため、その密閉性が損なわれることがない。
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【００２８】
　しかも、上記容器は、有底筒状のシール部１６のうち、その周壁部１８がキャップ１５
との嵌合に用いられ、その底壁部１９が首部１２のシールに用いられるようになっており
、全体形状が凹凸の少ない単純な形状になっているため、成形に用いられる金型も単純な
構成となり、低コストで製造することができるという利点を有する。
【００２９】
　なお、上記の例において、一体成形される容器本体１１と首部１２の材質は、特に限定
するものではなく、樹脂、ガラス、セラミックス、金属等のいずれを用いてもよいが、マ
ニキュア１０には揮発性の有機溶剤が含まれるため、耐薬品性、ガスバリア性に優れたガ
ラスやポリアミド、ポリエチレンテレフタレート等の樹脂が好適に用いられる。なかでも
、耐薬品性、ガスバリア性のみならず、耐衝撃性、成形性に優れ、軽量であることから、
ポリアミド、ポリエチレンテレフタレート等の樹脂を用いることが好適である。
【００３０】
　また、一体成形されるシール部１６および塗布部１７の軸部１７ａの材質は、シール部
１６の底壁部１９が、薄肉状に成形した膨出面１９ａにおいて首部１２の開口縁に食い込
む程度の可撓性を有することが必要であり、樹脂が用いられる。そして、マニキュア１０
と接し、これを密封するものであるため、上記容器本体１１の場合と同様、耐薬品性、ガ
スバリア性、耐衝撃性、成形性に優れているものが好適である。もちろん軽量であること
も望ましい。これらの点から、樹脂のなかでも、ポリアミドもしくはポリエチレンテレフ
タレートが好適に用いられる。
【００３１】
　さらに、上記首部１２に冠着されるキャップ１５は、直接マニキュア１０と接しないた
め、その材質は、特に限定するものでないが、耐衝撃性、成形性、軽量性、コスト等の点
から、ポリエチレン、ポリプロピレン等の樹脂が好適に用いられる。
【００３２】
　なお、上記シール部１６において、底壁部１９は、キャップ１５のずれや傾きに係わら
ず、首部１２の開口縁に食い込むことができるように薄肉状になっていることが重要であ
る。そのために、底壁部１９の厚みは、シール部１６の材質にもよるが、通常、周壁部１
８の厚みを１とすると、０．０５～０．６に設定することが好ましい。すなわち、周壁部
１８は、シール部１６をキャップ１５内に強固に嵌合固定するため、ある程度厚肉に設定
されるが、底壁部１９は、首部１２の開口縁への追従性が必要であることから、薄肉状に
設定される。ただし、底壁部１９が上記の範囲よりもより薄すぎると強度が弱くなるおそ
れがあり、逆に、上記の範囲よりも厚すぎると可撓性が不充分となって首部１２の開口縁
に対する密閉性が低下するおそれがある。
【００３３】
　また、上記シール部１６の底壁部１９は、上記の例のように、下にいくほど径が小さく
なる円錐台状に膨出した形状である場合、その膨出した部分、すなわち膨出面１９ａの水
平面に対する傾斜角θ［図３（ａ）を参照］が、１０～４５°であることが好ましい。す
なわち、傾斜角θが上記の範囲よりも小さすぎると、首部１２の開口縁に対する追従性が
不充分になるおそれがあり、逆に、上記の範囲よりも大きすぎると、首部１２の開口縁が
食い込みにくくなって密閉性が低下するおそれがある。
【００３４】
　そして、上記底壁部１９の膨出形状は、上記円錐台状に限るものではないが、膨出形状
が、周方向に均等な回転体であることが望ましく、上記円錐台状の他、例えば図３（ｂ）
に示すように、部分球状に膨出した形状が好適である。その場合、部分球となっている膨
出面１９ａの曲率半径Ｒは、周壁部１８の外周面の半径をｒとすると、Ｒ：ｒが１：１～
１０：１となるよう設定することが好ましい。すなわち、曲率半径Ｒが上記の範囲よりも
小さいと、膨出部分の直径が周壁部１８の外径より小さくなって段差を設けなければなら
ず、また、首部１２の開口縁が食い込みにくくなって密閉性が低下するおそれがある。逆
に、曲率半径Ｒが上記の範囲よりも大きすぎると、首部１２の開口縁に対する追従性が不
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充分になるおそれがある。
【００３５】
　さらに、上記の例では、キャップ１５の内側に、軸部１７ａと一体成形されたシール部
１６を嵌合固定したが、図４に示すように、キャップ１５の天井壁部１４を、筒状壁部１
３より薄肉状で下向きに膨出した形状にして、上記の例におけるシール部１６の膨出面１
９ａと同様の膨出面１４ａとすることができる。この場合、上記天井壁部１４の下面に、
首部１２を通って容器本体１１内の下部に至る略軸状の塗布部１７を、直接垂設する。
【００３６】
　上記の構成によれば、キャップ１５の天井壁部１４の膨出面１４ａが、前記の例におけ
るシール部１６の膨出面１９ａと同様、首部１２の開口縁に食い込んで、その開口を密閉
するため、容器本体１１内をしっかりと密閉することができる。そして、キャップ１５が
首部１２に対してややずれた姿勢になったり緩んだりした場合であっても、下向きに膨出
する薄肉状の天井壁部１４が、首部１２の開口縁に対し追従して撓むため、その密閉性が
損なわれることがない。しかも、キャップ１５自体がシール構造を有し、図１に示す容器
に比べて部品点数が少なくなるため、製造コストをより低く抑えることができる。
【００３７】
　また、上記一連の例では、本発明を、マニキュア１０を収容する塗布具付き容器に適用
したものであるが、本発明は、マニキュア１０に限らずどのような内容物を収容するもの
であっても差し支えない。ただし、首部１２に対する密閉性が高いことから、マニキュア
１０のように揮発性物質を含有するもの、あるいは空気に触れて劣化するような成分を含
有するもの等を収容する塗布具付き容器に適用することが好適である。
【００３８】
　さらに、上記一連の例では、容器の首部１２とキャップ１５とがねじ係合で係止されて
おり、キャップ１５の筒状壁部１３もシール部１６の周壁部１８も円筒形であるが、キャ
ップ１５の外周形状は、角筒といった多角筒、あるいは楕円筒等になっていても差し支え
ない。また、首部１２とキャップ１５とは、ねじ係合ではなく、互いの内周面と外周面に
設けられた凹凸等に係合手段によって、キャップ１５が着脱自在に冠着される構成になっ
ていてもよい。その場合は、首部１２、キャップ１５の形状は、より自由に設定すること
ができ、シール部１６（図４に示す容器における天井壁部１４を含む）の形状も、それに
応じた形状に設定することができる。
【産業上の利用可能性】
【００３９】
　本発明は、キャップと首部との係合が多少緩んだりずれたりしても密閉性が保持され、
長期にわたって良好に使用することのできる塗布具付き容器として広く利用することがで
きる。
【符号の説明】
【００４０】
　１０　マニキュア
　１１　容器本体
　１２　首部
　１３　筒状壁部
　１４　天井壁部
　１５　キャップ
　１６　シール部
　１７　塗布部
　１８　周壁部
　１９　底壁部
　１９ａ　膨出面
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